
 妊娠豚に２回注射すると、母豚は抗体を含んだ乳を出します。

 この乳を飲むと、子豚の発症を防いだり、症状を軽くすることができます。

ワクチンメーカー
に増産を要請

100万回分の
ワクチンを出荷

 本年度は355万回分を製
造予定

 第１～第３四半期は286万
回分を製造

 第４四半期（１～３月）は69
万回分を製造予定全国の子取り用めす豚：

899,700頭（平成25年2月）

ワクチンの効果を十分引き出すために、
日頃からの衛生管理（特に分娩舎に
おけるこまめな排せつ物処理や消毒
など）の徹底が重要です。

【２５年度】【２５年秋】 【２６年度】

平成27年1月8日
現在豚流⾏性下痢（ＰＥＤ）のワクチン


